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「学ぶ」ことは、変わること・変身すること
Learning as Transformation / Metamorphosis



C CC
Consumption Communication Creation

消費社会 コミュニケーション社会
（狭義の情報社会）

創造社会
Creative Society
人々が、自分たちで 

自分たちの物や仕組み・あり方 
などを「つくる」ことができる社会。 
一人ひとりが自然な創造性を発揮する。

消費社会 情報社会 創造社会

1940年代～ 1990年代～ 2020年代～



「学ぶ」ことは、変わること・変身すること
Creative Learning as Transformation / metamorphosis

「つくる」ことで「学ぶ」



「創造的行為は、まずその対象となるもの、つまり「客体」

を創造するが、同時に、その創造を行なうことによっ
て自らをも脱皮変容させる。つまり「主体」も創造
されるのであって、一方的に対象を作り出すだけというの
は、本当の創造的行為ではないのである。そして創造的であ

ればあるほど、その主体である人間の脱皮変容には目を
瞠るものがある。」

川喜田 二郎, 『創造と伝統』, 祥伝社, 1993 
『創造性とは何か』, 祥伝社, 2010 再録

川喜田 二郎（1993）

みは



「わたしはよく言うのですが、わたしが書く行為は冒険
のようなものだって。その冒険がわたしをどこへ連
れてゆき、終わりがどうなるのか、わたし自身さ
え知らない冒険です。だから、どの本を書いた後もわ
たし自身がちがう人間になりました。わたしの人生は
実際、わたしが書いた本を節として区切ることができる。本
を執筆することがわたしを変えるからです。」

ミヒャエル・エンデ, 『ものがたりの余白：エンデが最後に話したこと』, 岩波書店, 2000

ミヒャエル・エンデ



「本当の冒険は、そんな力が自分のなかにあるとはそれまでま
るで知らなかった、そのような力を投入しなければならない状

況へ人を運んでゆくものです。そうして、そんなふうにして自
分を知ることになる。真の冒険者は実はそれを求めている
のだと思います。そして、わたしは、いわば書くことを通じて

それを行っているのです。書きながら、わたしはわたし
自身についてなにかを体験する、そのなかには、そ
れがわたしのなかにあることも、わたしがそれをで
きることも、それまでまったく知らなかったことで
す。考えるだけでは、それはわからない 
ことなのです。」

ミヒャエル・エンデ, 『ものがたりの余白：エンデが最後に話したこと』, 岩波書店, 2000

ミヒャエル・エンデ



Adventurous Living

 もっと「冒険」しよう！
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自然な深い創造
Natural Deep Creation



自然な深い創造力は、豊かな「土壌」で可能になる

自然な深い創造
Natural Deep Creation



無意識／潜在意識

（顕在）意識

フィーリング 
（感性）

思考 
（悟性・理性）

深層心理

記憶

subconsciousness

consciousness

subconscious deep

memory

Thinking

Feeling
(sensibility)

(understanding, reason)

自然な深い創造力は、豊かな「土壌」で可能になる

自我

自己

ego

self



（顕在）意識
思考 

（悟性・理性）

記憶

consciousness

memory

Thinking
(understanding, reason)

「自然な深い創造」力を高めるための３領域

① 思考の概念装置

② 想像の微生物

認識・推論

③ 生成の型

分解・発酵

会得・実践

無意識／潜在意識

フィーリング 
（感性）

深層心理

subconsciousness

subconscious deep

Feeling
(sensibility)



パターン・ランゲージ
Pattern Language

よい実践の本質を言語化したもの

経験則、コツ、型



パターン（型）は「コツ」

「コツ」＝「骨」
きちんと成り立たせるための軸

「パターン」（型）とは、実践の「骨」

複数のパターン（骨）を用いることで、 
「骨組み」がしっかりして、よい実践となる

多くの人たちの間で共有し得る



実践には「型」がある

実践の「型」（パターン）を「言語」（ランゲージ）化し、 
共有して、他の人たちがそれを身につけやすくする

パターン・ランゲージ

能などの芸道で言う「型」は、生成の途中段階で束ね、 
整えることで、質の高い技・表現を成り立たせる。

「型にはまる」「型にはめる」というときは、 
最終的な形（結果）を固定する「鋳型」 

が想定されている。  

生成の 
途中段階



ラーニング・パターン 

プレゼンテーション・パターン 
コラボレーション・パターン 

対話のことば 
探究パターン 
アクティブ・ラーニング支援パターン 

Life with Reading - 読書の秘訣 

ミラパタ（未来の自分をつくる場所）※進路選択 

最高のオンライン授業のつくり方

ともに生きることば ※高齢者ケアを始めとしたケア 

旅のことば  ※認知症とともによりよく生きる 
園づくりのことば ※幼稚園・保育園・認定子ども園等の運営 

日々の世界のつくりかた ※子育てと仕事の量いつ

教育

仕事

福祉・暮らし

プロジェクト・デザイン・パターン 
おもてなしデザイン・パターン 

テレワークスタイルのつくりかた

詳しくは、https://creativeshift.co.jp/ 参照

https://creativeshift.co.jp/




1. パターンの記述を読むことで、コツ・やり方を学ぶ



学びのチャンス
つくることによる学び
学びをひらく まずはつかる

まねぶことから
教わり上手になる

アウトプットから始まる学び
外国語の普段使い
学びのなかの遊び

学びの竜巻
知のワクワク！
量は質を生む

身体で覚える
言語のシャワー
成長の発見

動きのなかで考える
プロトタイピング
フィールドに飛び込む

鳥の眼と虫の眼
隠れた関係性から学ぶ
広げながら掘り下げる

探究への情熱
右脳と左脳のスイッチ
小さく生んで大きく育てる

 魅せる力
 「書き上げた」は道半ば
ゴール前のアクセル

学びの共同体をつくる
偶有的な出会い
ライバルをつくる

はなすことでわかる
教えることによる学び
断固たる決意

自分で考える
目的へのアプローチ
捨てる勇気

フロンティア・アンテナ
セルフプロデュース
突き抜ける コア

学び始め

実践のなか
の学び

学びの
連鎖

鍛錬

実行力
深みのある
発想つくる力

仕上げ

学びの仲間

対人のなか
の学び

自省

突き抜け

Learning Patterns: 経験チャート

2. パターンの経験チャートによる全体的な成長の促進



Learning Patterns: 「経験があるパターン」
緑：経験がある

2. パターンの経験チャートによる全体的な成長の促進



Learning Patterns: 「経験があるパターン」と「これから取り入れたいパターン」
緑：経験がある
黄：取り入れたい

2. パターンの経験チャートによる全体的な成長の促進



Learning Patterns: 「経験があるパターン」と「これから取り入れたいパターン」
濃い緑：経験がある
薄い緑：1年後

2. パターンの経験チャートによる全体的な成長の促進



3. パターンを用いて経験談を語り合う対話による学び
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「学ぶ」ことは、変わること・変身すること
Creative Learning as Transformation / metamorphosis

「つくる」ことで「学ぶ」



「学ぶ」ことは、変わること・変身すること
Creative Learning as Transformation / metamorphosis

「つくる」ことで「学ぶ」



Adventurous Living
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本講演の内容にまつわる文献紹介



本講演の内容にまつわる文献紹介



本講演の内容にまつわる文献紹介


